
１ 期  　日

　　　　　　　　　　　　　　　午前　１１時００分　開会式

　　　　　　　　　　　　　　　午後　　０時０５分　競技開始（体操競技男子規定　女子自由）

　　　　　  ８月 　７日（月） 午前　１０時１５分　競技開始（体操競技男女自由）

２ 会　　場

体操競技　静岡県草薙総合運動場体育館

住　所　　〒422-8008　静岡市駿河区栗原１９－１  Tel.054-261-9293

３ 競技種目

ア　団体

　①　男子「ゆか・跳馬・鉄棒」の３種目の規定及び自由演技とする。ただし、あん馬の規定・

　　　自由演技を行えば個人総合と兼ねることができる。

　②　女子「跳馬・平均台・ゆか」の３種目の自由演技とする。ただし、段違い平行棒の自由

　　　演技を行えば個人総合と兼ねることができる。

イ　個人

　①　男子「ゆか・あん馬・跳馬・鉄棒」の４種目の規定及び自由演技とする。

　②　女子「跳馬・段違い平行棒・平均台・ゆか」の４種目の自由演技とする。

４ 参加人員

　体操競技

ア　団体

　各県男女各２チームで、計男女各８チームとする。１校１チームで、１チーム３名から４名とする。

　＊補欠は２名以内とする。

　＊他県の参加枠で不足が出た場合は、前年度の上位県が優先して補うことができる。

イ　個人

　　各県男女各４名まで、計男女各１６名までとする。(チームの補欠と兼ねることはできない。)

５ 競技上の規定及び方法

ア　男子は、(公財)日本体操協会制定2017年版男子採点規則・2013年度版中学校男子適用規則を適用する。

　　男子規定演技は、2004年(公財)日本体操協会制定（ジュニア規定演技レベル１・2005～）を適用する。

イ　女子は、(公財)日本体操協会制定2017年版女子採点規則・変更規則Ⅱを適用する。

ウ　跳馬・・・男子規定は、跳越を２回実施し、２回の平均点を決定点とする。

エ　あん馬・・２部分の使用のみでも減点しない。

オ　禁止技

　　日本体操協会から通達のあった禁止技を実施した場合は、実施した種目を０点とする。

カ　団体総合

　　同一校４名によって行い、男子は規定（３種目）及び自由（３種目）のベスト３の合計得点によ

　って順位を決定する。女子は自由（３種目）のベスト３の合計得点によって順位を決定する。

キ　個人総合

　　男子は４種目の規定及び自由演技の合計得点によって順位を決定する。

　　女子は４種目の自由演技の合計得点によって順位を決定する。

ク　参加選手は、それぞれの学校を示す標識（マーク）を競技する服装につけて出場する。

コ　監督ならびにコーチの服装

服装は、運動のできる服装とし、かかとのある運動靴を履く。

　　短パン・ハーフパンツ・ランニングシャツでの競技場への入場は禁止する。

（公式練習・競技中を除き、それ以外の練習においては大会本部の裁量とする。）

サ　セパレートのレオタードは練習時でも着用しないこと。

体　操 1 

第３９回東海中学校総合体育大会体操競技

平成２９年　８月 　６日（日） 午前　　９時００分　選手受付

選手受付は組合わせに準じて随時行う。

ケ　公式練習は、練習の割り当てをするが、フリー練習は割り当てをしない。



シ　その他の規則については全国中学校体育大会要項に準ずる。



６ 器械の寸度・規格・その他

競技規則は、(公財)日本体操協会制定競技規則最新版（全国中学校体操競技選手権大会遵守事項）

を適用。男子の順位は規定演技と自由演技の合計得点で決定する。

＊今大会のゆかフロアーは、男女ともコイル式を使用する。（平成29年度）

７ 参加資格

　　第３９回東海中学校総合体育大会実施要項９項による。

８ 表彰

　　第３９回東海中学校総合体育大会実施要項第１１項による。(Ｈ２２年度より種目別も表彰する。)

９ 申込方法

　　第３９回東海中学校総合体育大会要項１２項による。
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　　参加選手（大会申込書に記入された選手）１人につき１，５００円とする。

　　＊参加料は各県の専門部員に納める。

11 引率者・監督

　　参加選手の引率者・監督は、出場校の校長・教員であることとし、引率者がいない場合は出場

　できない。大会の受付や競技中の引率は監督が行うこと。

12 その他

参加選手は、背番号（縦１５ｃｍ×横２０ｃｍ、男子は黒字、女子は赤字）をつける。

＊各県上位チームが　例）１～６、下位チームが７～１２から背番号をつける。

＊他県の参加枠で不足が出た場合、それを補うチームのゼッケンは８１～９８とし、各県専門委

　員から連絡する。

（申込書の選手名・学校名に「ふりがな」をつける）

＊演技順については、団体は「オーダー用紙」に必要事項を記入の上、監督が各主任に提出する

  こと。個人の組は「スタートリスト」で確認すること。（個人の組に「オーダー用紙」等を提

  出する必要はない。）

＊体操競技については、競技中もコーチ（外部指導者可・成人であること）、テクニカル・アド

　バイザーの帯同を認める。ただし、コーチ、テクニカル・アドバイザーが必要な場合は、校長

  の認めた者（チーム１名、個人１名につき１名）とし、所定の用紙を用いて届ける。

＊「コーチ確認書」、「テクニカル・アドバイザー確認書」は、申込書に添えて各県の専門部員

  に提出する。

13 全国中学校体育大会出場について

ア　団体

　本大会１位・２位チームは東海代表として全国中学校体育大会への出場権を得る。

イ　個人

　　　会への出場権を得る。　本大会の個人総合順位の男子上位４名、女子上位４名までが、東海代表として全国中学校体育

　大会への出場権を得る。（ただし、団体で出場権を得たチームの選手は除く。）

＊同点の場合は日本体操協会制定の順位方法により順位を決定する。

＊東海大会終了後ただちに全国大会仮申込書を受け付ける。正式な申込書は期日までに全国大会

の事務局へ手続きを行う。

補うチーム

体操競技団体 1～12 21～32 41～52 61～72 81～98

三　　重

体操競技個人 101～104 121～124 141～144 161～164

参加料

項　　　目 愛　　知 静　　岡 岐　　阜

体　操 2  体　操 2  



年版男子採点規則・2013年度版中学校男子適用規則を適用する。

　　男子規定演技は、2004年(公財)日本体操協会制定（ジュニア規定演技レベル１・2005～）を適用する。


